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特別記事：

「バリアフリーの東京大学」の
実現に向けて
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平成18年度大学入試センター試験は、１月21日（土）、
22日（日）の両日にわたって実施された。
全国の志願者数は551,382人で、国公立大学及び大学

入試センター試験に参加した私立大学と公私立短期大学
で一斉に行われた。
本学では、10,675人の志願者が、本郷・駒場の両キャ

ンパスと都立高等学校１校（白Ô）・私立高等学校４校
（富士見丘、海城、東京女学館、開成）の７試験場200試
験室で受験した。第１日目の「外国語」では、9,430人
が受験し、志願者総数に対する受験率は88.3％（前年度
89.6％）であった。
なお、今回より導入された英語のリスニングテストに

おいて、ICプレーヤーの故障等による再テストを７名に
対し実施した。

１月28日（土）13：00から、本郷キャンパス御殿下記
念館ジムナジアムにおいて、本学の学生を対象とした卒
業生による「業界研究会」が開催された。
初の本学（キャリアサポート室）主催となる今回の行

事は、各業界を代表する企業22社、財務省等の４省庁の
本学卒業生を招いて行われた。当日は、「業界研究」「企
業発見」コーナー、「内定者懇談」コーナーやキャリア

アドバイザーによる「キャリア相談」コーナーなど盛り
沢山の企画が用意され、2007年卒業・修了予定の405名
の学部・大学院学生が参加した。
業界研究会は、２月18日（土）、３月11日（土）にも

開催される予定となっており、詳細及び申込みについて
は、キャリアサポート室ホームページに掲載されている。
学部学生・大学院学生・研究生の方におかれては、「業
界研究会」の場をご活用いただきたい。
キャリアサポート室ホームページ：
http://www.careersupport.adm.u-tokyo.ac.jp

１月25日（水）、本郷キャンパスの赤門において、東
京消防庁本郷消防署、付近町会消防団、東京大学との共
同により消防演習が行われた。１月26日の「文化財防火
デー」に合わせて本郷消防署が行っている「本郷の文化
財を守れ消防演習シリーズ」の一環として行われたもの
で、同署によると赤門でこうした演習が行われるのは初
めてだという。
「文化財防火デー」は、昭和24年1月26日に奈良県法

隆寺の金堂で火災が起き、白鳳時代に描かれた十二面壁
画が消失したことを由来としている。この火災をきっか
けに昭和25年に文化財保護法が制定され、昭和30年から
１月26日が「文化財防火デー」と定められた。以来「文
化財防火デー」には、文化財の防火設備の点検と整備を
行うとともに、消防演習などを実施して文化財を火災か
ら守る運動が展開され、今年で52回目を迎えた。
本郷消防署では、この文化財防火デーに合わせて毎年

「根津神社」で消防演習を行ってきたが、より広く、管
内の住民に近隣の文化財についての認識を深めてもら
い、火災予防意識をもってもらうことを目的として、本
年は根津神社に加えて「湯島聖堂」「湯島天神」そして
「東大赤門」でも演習を行うこととなった。

平成18年度大学入試センター試験終
わる－本学は7試験場200試験室で－

学生部

東京大学初主催「卒業生による業界
研究会」を開催

学生部

赤門で消防演習が行われる

学生達で活気あふれる業界研究会の様子
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当日は赤門付近にポンプ車、はしご車などの消防車が
配置され、本学の総務部、学生部、環境安全本部などの
職員、警備室も参加して演習が行われた。訓練用の煙が
焚かれ、自衛消防隊の消火器による初期消火と119番通
報の訓練の後、消防隊が一斉に放水を行った。演習であ
るため赤門の壁や屋根に直接放水することはしなかった
が、４本のホースから大量の水が赤門上空に向かって吹
き上げられた。放水と同時に、高く伸ばされたはしご車
の上からは「文化財防火デー」と書かれた垂れ幕が掲げ
られ、通りがかった地域住民の方の注目を集めていた。

演習終了後、本郷消防署からは「火災発生時には、す
ばやい初期消火と119番通報、安全な避難誘導が重要で
あり、またそのためには普段からの訓練が必要です。消
防署、地域住民、大学が一体となって、この町の文化財
を火災から守っていきましょう」との呼びかけがあっ
た。

21世紀COEプログラム「先進国における《政策シス
テム》の創出」と大学院法学政治学研究科附属比較法政
国際センターは神戸大学21世紀COEプログラム「市場
社会の法動態学」研究センター、ウォーリック大学、シ
ェフィールド大学との共催により１月７日（土）～12日
（木）、第２回Anglo－Japanese Academy（AJA）を英
国ウォーリック大学コンファレンスセンター・スカーマ
ンで開催した。
今回のプロジェクトは2001年９月にシェフィールド大

学で開催された第１回AJAでの成果をもとに、本COE
プログラム事業の一環としての若手研究者の養成、本セ
ンターの国際学術交流の推進を目的に実現したものであ
る。全体テーマを‘Globalisation, Regionalisation and

National Policy Systems’とし、シニア研究者の基調講
演、国際シンポジウム、日英の大学院博士課程在籍者の
ためのワークショップで構成され、また、国立フィルム
センターの協力を得て、日本最初の合作映画 “BUSHI-

DO”（日独1926年）も上映された。基調講演では、石井
紫郎本学名誉教授とイアン・ニッシュ ロンドン大学
LSE名誉教授が、高橋進本学教授、及びグレン・フック
シェフィールド大学教授の司会により報告を行った。

２日目の国際シンポジウムでは、第１セッション「東
アジアとヨーロッパにおける新しい政策システム」をテ
ーマに、第一部は、菅英輝西南女学院教授の司会により、
遠藤乾北海道大学助教授、アンドリュー・ギャンブル
シェフィールド大学教授、クリストファー・ヒューズ
ウォーリック大学リーダーが報告、ヒューゴ・ドブソン

赤門の屋根に一斉に弧を描く水流

消防士による本番さながらの演習は大迫力

国際シンポジウム
ラウンドテーブル・ディスカッション

日英プロジェクト第2回AJA、英国ウ
ォーリック大学で開催される

大学院法学政治学研究科・法学部
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シェフィールド大学上級講師、吉田徹日本学術振興会特
別研究員のコメントが行われた。第二部のラウンドテー
ブル・ディスカッションでは、２時間にわたり、活発な
意見交換が実現した。第２セッションは「ジャーナリズ
ムの政治的役割」をテーマに、外岡秀俊朝日新聞ヨーロ
ッパ支局長と谷口将紀助本学教授の報告後、フロアから
の質疑応答が行われた。３日目は日英の若手研究者
（AJAフェロー）を対象としたトレーニングとして、日
英の高等教育の現状について、月村太郎神戸大学教授及
びマイケル・ウィットビイ ウォーリック大学教授の講
義の後、プレゼンテーションの方法、研究者倫理等につ
いて、ウォーリック大学の専門教員から指導を受けた。

４日目から２日間はワークショップが行われ、日英の
AJAフェロー18名は予め提出した英文ペーパーに基づ
き、プレゼンテーションを行い、司会を網谷龍介神戸大
学教授、田村哲樹名古屋大学助教授、五百籏頭薫首都大
学東京準教授、小舘尚文 本COE特任研究員のシニア・
フェロー（2001年第１回AJA フェロー）、そして元田結
花 本COE特任講師が担当し、シニア・若手研究者の間
で、コメントとディスカッションが行われた。
全日程使用言語を英語で行っている本プロジェクト

は、前回以上に大きな成果を得た。この成果は会議報告
集として、本センターより刊行予定である。

トレーニング

ワークショップ
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このたび、医学部附属病院では、新たに建設中の通用
門の正式名称を「鉄門」とすることに決定した。
この通用門は、現在、中央診療棟Ⅱ期建物外構整備工

事に併せて、会議所建物跡地（旧好仁会事務室跡）の無
縁坂に面した場所に建設中のものである。中央診療棟Ⅱ
期建物の竣工と同時に「緊急車両用出入口及び人の出入
口」として使用される。

この新設門の名称は、明治10年（1877年）、医学部創
設時に現在の南研究棟（赤煉瓦と呼ばれていた）と設備
管理棟の間にあった旧医学部本部棟の｢表門｣（後の鉄門）
に由来している。当時の鉄門は瀟洒な格子模様の両開扉
で教員、学生及び患者様等の通用門として重要な役割を
果していた。大正７年（1918年）、本学が鉄門外の民有
地を購入したため、大学の敷地を鉄門と塀で区切ってお
く必要がなくなり、撤去されるに至った。が、それまで
の間、医学部のシンボルとして永く親しまれていた。明
治後期まであった大学正門（木製）より、はるかに立派
であったと伝えられている。

今回新設する｢鉄門｣の付近には、どんぐりの木で知ら
れる樫の木（シラカシ）が植栽される予定である。当時
の面影を今に再現するこの門が完成すれば、千代田線湯
島駅へのアクセスも便利になり、往年の鉄門のごとく、
広く人々に親しまれる存在になるであろう。

｢鉄門｣の新設および命名にあたっては、関係部署及び
近隣住民の方々の多大なご尽力と、ご理解を得て、実現
の運びとなったことを報告するとともに、深く謝意を表
したい。

大学院総合文化研究科・教養学部では、１月24日（火）
駒場キャンパス内のアドミニストレーション棟大会議室
において、第二期運営諮問会議（第１回）を開催した。
委員（順不同）は、安藤忠雄（建築家・本学特別栄誉教
授）、緒方貞子（国際協力機構理事長）、下條信輔（カリ
フォルニア工科大学教授）、遠山敦子（新国立劇場運営
財団理事長）、蓮實重彦（元本学総長）、毛利衛（日本科
学未来館長）、森稔（森ビル株式会社代表取締役社長）
の各氏（敬称略）。

冒頭、木畑洋一研究科長から、教養教育の強化、短期
交換留学制度（AIKOM）の拡充、東アジア・リベラル
アーツ・イニシアティブの推進、学際性と国際性を重視
した国際関係、地域研究分野の開拓及び外国語教育重視
等、総合文化研究科・教養学部の運営の現状と将来計画
についての報告がなされた後、次の諮問事項について説
明及び審議依頼があった。①総合文化研究科・教養学部
における教育の国際化について。②総合文化研究科・教
養学部における新しい学問の方向について。③社会連
携・地域連携のあり方について。初回である今回は、蓮
實議長を選出し、教育の国際化について、適宜、研究
科・学部側が現状について情報を提供しながら闊達な審
議が行われた。各委員からは、現在推進している国際化
への対応をより拡充させるために積極的に外部資金を獲
得すること、外国語教育の拡充のためのネイティブ・ス
ピーカーの増員、AIKOM制度による交換留学生の増員
と教員組織のより高度な活用等、貴重な意見並びに要望

新設場所の図面

運営諮問委員会のメンバー

完成予想図

新たな通用門の名称が｢鉄門｣に決定

医学部附属病院

大学院総合文化研究科・教養学部第
二期運営諮問会議、開催される

大学院総合文化研究科・教養学部
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がだされ、次回以降も引き続き審議を行うこととした。
なお、同諮問会議は、今後３回にわたって審議を重ね、

来年４月以降、答申をまとめる予定となっている。

１月８日（日）、三鷹国際学生宿舎の共用棟ホールに
おいて、院生会（留学生の生活をサポートするための大
学院学生によるチューター組織）の主催により新年会が
行われた。この催しは、宿舎に入居している留学生に日
本の伝統的な正月行事や遊びなどを紹介し、日本の文化
や正月の雰囲気に触れてもらうことを目的として毎年行
っているものである。新年を宿舎で過ごしていた留学生
約40名を含む約50名の宿舎生が参加して、日本の正月を
満喫した。

当日は、ホール内に、書き初め、百人一首、いろはか
るた等のコーナーを設け、留学生に正月遊びを体験して
もらった。

書き初めコーナーでは、留学生が各自の母国語で一筆
したため、相互に作品を紹介しあって盛況であった。百
人一首のコーナーでは、その成り立ちや古来日本におけ
る和歌の役割などを紹介し、現代にも残る遊び方を披露
した。上の句が読まれ、下の句が読まれる前に札を取り
合うという高度な遊び方には感嘆の声が上がった。日本
語をそれほど習熟していない留学生には、いろはかるた
のコーナーで楽しんでもらったが、理解しやすく大変好
評で、多くの留学生が参加し熱戦が繰り広げられた。

また、日本の正月に欠かせないものとして、小型の杵
と臼を用意し餅つきを行い、つきたての餅で雑煮を味わ
ってもらった。殆どの留学生にとって初めての味覚体験
であったが、こちらも好評であった。
遊びの合間には、こたつコーナーでミカンを食べなが

ら各国のNew Yearの過ごし方を語り合うなど談笑し、
留学生同士、また留学生と宿舎生との間での交流を大い
に楽しんだ。

三鷹国際学生宿舎には、宿舎生の３割、約180名の留
学生が入居しているが、こうした活動を通して、学生間
での国際交流が着々と進んでいる。

大学側出席者

餅つきの一コマ

百人一首の手ほどき

貴重な「こたつ体験」を楽しむ留学生達

三鷹国際学生宿舎で「新年会」開催
される

大学院総合文化研究科・教養学部
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１月28日（土）に教育学部附属中等教育学校で今年度
３回目の三者協議会が行われた。テーマは「ルールと意
識～学校生活における様々な問題意識を通して　パート
Ⅱ」。前回もこのテーマについて話し合ったものの結論
が出なかったので、生徒、保護者、教員のそれぞれが問
題を持ち帰って話し合った。それを受けて再び三者で話
し合うことになったものである。「今回は（それぞれの
話し合いの結果をまとめた）三者の資料がそろっている
のですね！」という声も聞かれた。出席者は合計96名
（生徒33名、保護者35名、教員22名、外部４名）で、前
回と比べてかなり多数の参加者となった。
まず、三者の代表がそれぞれの資料を簡単に説明し、

話し合いが進むうちに内容はルール全般から帰宅時間が
遅いという問題に絞られていった。「部活は何時に解散
しているのか」という質問に対して、部活動の部長を務
めている生徒たちが「僕たちの部活では６時には練習を
終え、６時15分には解散出来る様にしています」「練習
を終えるのは５時半頃。その後話し合いをすることもあ
ります」などと報告。それでは「なぜ保護者会で問題に
なるほど帰宅時間が遅くなってしまうのか」ということ
に話が進んだ。そこで、三橋俊夫副校長から「問題は部
活が終わる時間ではないのではないか。まれに大会前で
遅くまで練習するクラブもあるが、生徒たちは部活が解
散した後も、残ってしゃべっている。『なんでこんなに
学校が好きなのだろう』と思うくらいだ」という発言が
あった。これに対し、生徒たちは「確かにおしゃべりが
楽しくて、活動後に残っていることが多い」ことを認め
た。下校時間が遅いのは、顧問の先生や部長の責任では
なく、解散後のおしゃべりが第一原因だということがし
だいに明らかになっていく様子は、謎解きのようでもあ
った。

その後、三者から「上級生が模範を示し、下級生に声
かけして欲しい」「家庭が楽しければ生徒は家に帰るは
ず。家庭生活を充実させて欲しい」「部活後お腹が空い
てしまうので自販機を用意して欲しい」「各家庭で帰宅
時間について話し合っていただきたい」など様々な意見
が出された。今後、今回の話し合いを踏まえ、前回より
一歩前進した形で三者が三様に話し合いを進めていくこ
ととなる。
今回の協議会には、三者協議会を立ち上げようとして

いる東野高等学校（入間市）の保護者３名、および東京
経済大学の谷川捷先生が出席された。最後に谷川捷先生
が言われた「生徒自ら学校作りに参加できる機会は珍し
い。話し合いを重ね、学校が少しずつ変わっていくとい
う体験が出来ることを羨ましく思いました」という感想
が印象的だった。

パキスタン上院議員のMushahid Hussain Sayed（上
院外交委員長）を団長とする日本訪問団一行（随行者含
め９名）が、日本の政治・経済・教育・文化等の実情の
視察のため外務省南西アジア課の招聘により来日し、そ
の視察先のひとつとして地震研究所を１月19日（木）に
訪問された。
訪問団の来訪にあたり大久保修平所長が一行を出迎

え、歓迎の挨拶を述べたのに引き続いて、大久保所長か
らわが国やアジア地域が置かれている状況、地震発生の
しくみやその原因、ならびに地震研究所の使命、研究活
動の概要について説明した。また、最近の地震研究所の
プロジェクトの中から首都圏一帯で平成14年度から実施
している大都市大災害軽減化特別プロジェクト：大都市
圏地殻構造調査研究計画の目的や結果について平田直教
授が説明した。

つきたての餅を調理

活発な議論が展開された三者協議会

教育学部附属中等教育学校で三者協
議会開催

大学院教育学研究科・教育学部

パキスタン上院議員訪問団が地震研
究所を来訪

地震研究所
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パキスタンでは昨年10月８日に北部でマグニチュード
7.6の大地震が発生し、震源付近だけでなく首都イスラ
マバードでもビルが倒壊するなど甚大な被害があった。
現在でもなお多数の住民がテントで避難生活を余儀なく
されている状態が続いている。このパキスタンでの地震
災害の状況を調査するため日本から調査団が派遣されて
おり、この調査団に加わった小国健二助教授と真田靖助
手が調査結果についてそれぞれ説明した。

訪問団一行は地震活動やプレートテクトニクスのみな
らず、地震が発生した際に狭い範囲でなぜ被害が偏るか
など専門的な事項に強い関心を示され、ときにより説明
をさえぎるほどの熱心さで次々と質問を出された。

平成17年９月27日（火）～28日（水）の２日間、山上
会館にて、空間情報科学研究センターの第８回年次シン
ポジウム（CSIS DAYS 2005）が開催された。参加者は
２日間で延べ338名で、ほぼ満員で大盛況であった。今
年度のシンポジウムでは参加申し込みをウェブで行なっ
たため、開催日の２週間前には定員を大きく上回り、大
勢の方々の参加をお断りせざるを得なかった。

初日の午前は海外の著名な研究者による「招待講演」
セッションで、２件の講演が行われた。最初の講演は、
Google Earthの中心的開発者であるMichael T. Jones 氏
（Google Inc., Keyhole CTO）による「The Challenges
of Global Geospatial Visualization」、次の講演は空間解
析の大家であるDuane F. Marble 氏（オハイオ州立大学
地理学科名誉教授）による「Some Remarks on the
Status of Research in Geographic Information Science

and Technology」であった。二人とも世界的に有名な
研究者であり、当日は立ち見が出るほどの盛況であっ
た。

パキスタン上院外交委員日本訪問団を
出迎える大久保修平地震研究所長

Michael T. Jones 氏
（Google Inc., Keyhole CTO）の講演

「全国共同利用研究発表大会」での
ポスター展示セッションの様子

説明に聞き入る訪問団（左から２人目がフセイン団長）

空間情報科学研究センター第8回年次
シンポジウムを開催

空間情報科学研究センター

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1330 ２月15日（水）２月22日（水）２月28日（火）
1331 ３月１日（水）３月８日（水）３月14日（火）
1332 特集号（予定）
1333 ３月15日（水）３月22日（水）３月29日（水）

※平成18年度発行スケジュールは13ページ
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初日の午後の「空間情報社会フォーラム」セッション
では、特別講演として柴崎亮介センター長の「空間情報
社会：研究フォーラムの目指すもの」、および基調講演
として野村総合研究所理事長の村上輝康氏による「ユビ
キタスネットワーク化と空間情報社会」の講演が行われ
た。
２日目は、「全国共同利用研究発表大会」セッション

であり、５つのサブセッション「地形学と水文学」「都
市環境」「GISと教育」「空間情報サービス」「空間ITと
要素技術開発」に対して44件の発表が行われた。なお、
本発表大会の特徴は以下のとおりである。
（特徴１）短時間かつ平易な研究アブストラクトの発表
一般の方々（民間、政府、行政機関のGIS関係者、学

部学生など）が、大学や研究機関の空間情報科学に関す
る研究を短時間で、より多く知っていただけるように、
発表時間は１件５分とした。また、一般の方々に理解し
やすい内容にするために、説明は平易にすることを旨と
した。
（特徴２）詳しい内容はポスター展示で
より詳しい内容を知りたい方々のために、研究アブス

トラクトの発表後に、ポスター展示を行なった。発表者
との対話を通じて内容理解の深化が図れるよう工夫し
た。
（特徴３）研究アブストラクト集の作成
発表者の研究が視覚的に理解できるように、地図ある

いは図を多用した研究アブストラクト集を作成した。こ
の研究アブストラクト集は、研究の価値や位置付けを一
般の方々にも容易に理解していただけるようにa動機、
sアプローチ、d新規性、f特徴、g結果、h使用した
データとソフトウェア、という統一した項目を設定する
などの配慮を施した。

なお、CSIS DAYS 2005の詳しい内容はホームページ、
より閲覧できるので、是非ご覧いただきたい。
アドレス：http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/sympo2005/

「全国共同利用研究発表大会」
研究アブストラクト集の表紙

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1334 ４月５日（水）４月12日（水）４月18日（火）
1335 ４月19日（水）４月26日（水）５月８日（月）
1336 ５月10日（水）５月17日（水）５月23日（火）
1337 ５月24日（水）５月31日（水）６月６日（火）
1338 ６月７日（水）６月14日（水）６月20日（火）
1339 ６月21日（水）６月28日（水）７月４日（火）
1340 ７月５日（水）７月12日（水）７月19日（水）
1341 ７月19日（水）７月26日（水）８月１日（火）
1342 ９月 ６日（水）９月13日（水）９月20日（水）
1343 ９月20日（水）９月27日（水） 10月３日（火）
1344 10月４日（水） 10月11日（水） 10月18日（水）
1345 10月18日（水） 10月25日（水） 10月31日（火）
1346 10月31日（火） 11月８日（水） 11月14日（火）
1347 11月15日（水） 11月22日（水） 11月29日（水）
1348 学生生活実態調査特集号（予定）
1349 12月６日（水） 12月13日（水） 12月19日（火）
1350 １月10日（水）１月17日（水）１月23日（火）
1351 １月24日（水）１月31日（水）２月６日（火）
1352 ２月７日（水）２月14日（水）２月21日（水）
1353 ２月21日（水）２月28日（水）３月６日（火）
1354 ３月７日（水）３月14日（水）３月20日（火）
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教育学部附属中等教育学校１期生
（55回生）が自己推薦入試やＡＯ入試で
大学に多数合格!!

自己推薦入試やＡＯ入試などの結果が出そろい、１
期生（６年生）の昨年末までの大学進学状況がわかり
ました。それを見ると、このタイプの入試を選択して、
合格している生徒が過去に比べてかなり増えてきたこ
とがわかります。最近の傾向は私立大学に限らず、国
公立大学にも合格していることです。今年も、例えば、
お茶の水女子大学、筑波大学、名古屋大学、東京学芸
大学、首都大学東京、学習院大学、慶応大学、上智大
学、中央大学、立教大学などに合格者が出ています。
指定校推薦を含めて学年の半分を越える61名の生徒が
ＡＯ入試や自己推薦入試で合格しています。
なぜ６年生がこれほど優秀な結果を残しているので

しょうか。もちろん受験生を確保したいという大学側
の意図や少子化による受験者数の減少なども影響して
いるでしょう。しかし、それだけでは説明のつかない
理由があると考えています。その答えの１つとしては、
彼らが学校生活の中で取り組んできたことを大学側に
きちんと伝わるように話すことができ、しかもそれが
高く評価されたということです。例えば、自主的に運
営されている生徒会活動・部活動やさまざまな学習の
集大成である「卒業研究」に対する評価です。
特に全員に課される「卒業研究」は、１年生の総合

学習入門から始まった課題発見、レポート作成、プレ
ゼンテーションなどの能力すべてを問われるもので
す。生徒達はその研究を進める過程で、自分の意見を
論理立てて説明することや質問に対して適切に答える
ことが徐々にできるようになっていきます。６年生達
は「この研究を論文や作品にまとめ上げた達成感と自
信によって、次へのステップである進学にも前向きに
取り組める」と話しています。つまり、卒研に取り組
んだことで論文試験や面接試験においても堂々とした
主張を展開することができ、その結果として合格を勝
ち取る生徒が多いのです。これが東大附属の強さであ
り、本校での６年間の教育成果の１つと考えていま
す。

（教育学部附属中等教育学校　細矢和博）

教育学部附属中等教育学校で
「音楽祭」開催される

１月21日（土）午後、ティアラこうとう（江東区公
会堂）において「音楽祭」（前期課程評議委員会主催）
を開催しました。大雪にも関わらず、保護者の方々も
406名来訪されました。
この音楽祭は、１年～３年の合計９クラスで、課題

曲・自由曲を混声合唱で競うものです。11月から練習
を重ね、当日はその成果を披露しあいました。冒頭、
汐見稔幸校長から「日本の学校教育に音楽を取り入れ
たことによって、このような催しができることは素晴
らしい」との開催の辞がありました。
課題曲として課されたのは「自分らしく」（１年生）、

「名づけられた葉」（２年生）、「春に」（３年生）でした。
自由曲は各クラスの選んだ曲で、合唱曲や歌謡曲（混声
合唱ができるように直した曲）などさまざまでした。
総合順位は、１位３年Ｂ組、２位３年Ａ組、３位２

年Ｃ組となりました。課題曲、自由曲のそれぞれでも
下記のような順位が発表されました。優勝クラスは、
アンコールでも見事なハーモニーの合唱を聞かせてく
れました。

また有志３グループがピアノ・チェロ・バイオリ
ン・フルートを演奏して場を盛り上げました。
おわりに、三橋俊夫副校長から「練習中の様々なド

ラマを経て、今日、どのクラスも成果を発揮できたこ
とは賞賛に値する」との言葉がありました。

総合順位 課題曲部門 自由曲部門
１位３年Ｂ組 １位３年Ｂ組 １位３年Ｂ組
「sign」
２位３年Ａ組 ２位２年Ｃ組 ２位３年Ａ組
「青いベンチ」
３位２年Ｃ組 ３位３年Ａ組 ３位１年Ａ組
「栄光の架け橋」

（教育学部附属中等教育学校　野崎雅秀）

アンコールに答える３年Ｂ組の生徒たち
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有馬朗人先生の句碑建立

平成17年12月22日、東京大学教職員、卒業生、東大
銀杏会有志の後援を得、有馬朗人日本科学技術振興財
団会長（元東京大学総長、文部大臣、科学技術庁長官、
俳句同人誌「天為」主宰）の句碑が、東大三四郎池畔
の山上会館庭園内に建立されました。当日行われた句
碑開きには、林元副学長をはじめ東京大学の関係者の
方々の参列も得て、多数の関係者が会し、厳かに開催
されました。東京大学をはじめ関係者の方々から並々
ならぬご尽力を頂いたことに深く感謝いたしたいと思
います。
東大銀杏会の前身は東大ホトトギス会（山口青邨創

設）であり、青邨先生亡き後、有馬主宰は、東大銀杏
会と名付けて、15周年を迎えました。昭和61年に建立
された青邨句碑の「銀杏ちるまっただ中に法科あり」
の作品は昭和16年日米開戦の時に作られた作品です。
明治以来日本の近代化のために官僚を送り出してきた
東大法科の卒業生達が軍部の独走を阻止できなかった
ことに対する青邨先生の強い思いが厳しい抑制的表現
の中に込められた名句です。私は昭和51年法学部卒業
生として何時も襟を正す思いでこの作品に接しており
ました。20世紀は戦争の世紀であり、その過ちをこの
作品は三四郎池を訪れる人々に静かに語りかけてくれ
るのです。
しかし、朗人先生の「銀杏散る万巻の書の頁より」

の作品は21世紀の新しい時代の希望に満ちた未来に対
する東大の役割の大きな変化を高らかに詠った作品で
す。この地において、過去の過ちを超えて、世界の発
展のための拠点として広く多くの人々に情報発信をせ
よ、そうして東大は世界の平和に貢献できるのだとい
うことを詠っているのです。
青邨先生の上五「銀杏ちる」の顰に倣いながらも、

この二句が並ぶ事によって世紀を超えた歴史と時代の
変化を響き合わせながら、三四郎池を訪れる多くの
人々に平和の意味を語りかけてくれるのです。

天為事業部長　俳人　西村我尼吾
（昭和51年　法学部卒業）
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分子細胞生物学研究所

「東京大学の生命科学」シンポジウム

本学では10を超える学部・研究科・研究所において、
多様な生命科学の研究が進められています。地球上の生
命の多彩な広がりやその不思議から人間の病気や心理に
いたるまで、本学の様々な領域の研究者から、最先端の
話をわかりやすくご紹介するシンポジウムを開催しま
す。多くの学生、院生、研究者の方の参加を期待しま
す。

■日時／４月15日（土）10:00～17:20

■会場／本郷キャンパス・安田講堂
■参加費／無料
■ホームページ

http://www.iam.u-tokyo.ac.jp/ut_bio.html

■プログラム

10:00～10:10 開会挨拶　小宮山 宏　総長

＜座長　斎藤春雄（医科学研究所）＞

10:10～10:30 薬学系研究科堅田利明
「Ｇタンパク質によるシグナル伝達の制御」

10:35～10:55 医学系研究科飯野正光
「細胞のスイッチとしてのカルシウム」

11:00～11:20 総合文化研究科安田賢二
「１細胞から生命システムを創る」

11:25～11:45 生産技術研究所竹内昌治
「タンパク質を探るマイクロ・ナノマシン」

11:50～12:10 分子細胞生物学研究所渡邊嘉典
「ゲノム伝達のしくみ」

12:15～13:30 休憩

＜座長　山本正幸（理学系研究科）＞

13:30～13:50 情報理工学系研究科神崎亮平
「昆虫の脳にひそむ知のしくみ」

13:55～14:15 海洋研究所塚本勝巳
「動物はなぜ旅をするのか」

14:20～14:40 農学生命科学研究科祥雲弘文
「微生物による窒素循環と地球環境」

14:45～15:05 工学系研究科古米弘明
「湖沼における溶存有機物の動態と細菌群集の応答」

15:10～15:30 休憩

＜座長　入村達郎（薬学系研究科）＞

15:30～15:50 新領域創生科学研究科高木利久
「システム的理解に向けた生物知識の統合化」

15:55～16:15 理学系研究科久保健雄
「ミツバチの社会性行動を規定する脳と遺伝子の仕組み」

16:20～16:40 先端科学技術研究センター油谷浩幸
「ヒトゲノム機能情報の解明：ゲノムからエピゲノムへ」

16:45～17:05 医科学研究所河岡義裕
「エマージングウイルスの謎」

17:10～17:20 閉会挨拶　浅島 誠　実行委員長

17:30～　　　懇親会 会場／山上会館
参加希望者は下記連絡先まで
（懇親会費：学生1,000円・有職者3,000円）

■連絡先／〒113-0032 東京都文京区弥生1-1-1

東京大学分子細胞生物学研究所　伊藤
TEL : 03-5841-7800 E-mail : ito.m @ iam.u-tokyo.ac.jp
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今年度末をもって本学を退職される方々の最終講義・
講演について、下記のとおりお知らせします。

大学院医学系研究科・医学部

上野　照剛　教授
（生体物理医学専攻　医用生体工学講座　生体情報学
分野）
日時：３月９日（木）14:00～16:00

会場：医学部２号館大講堂
演題：磁気と共に40年　―生体磁気と脳磁気科学の魅

力―

若井　晋　教授
（国際保健学専攻 国際社会医学講座　国際地域保健学
分野）
日時：３月15日（水）16:30～17:30

会場：医学部２号館小講堂
演題：人びととともに

橋都　浩平　教授
（生殖・発達・加齢医学専攻 小児医学講座 小児外科
学分野）
日時：３月16日（木）16:00～17:30

会場：医学部教育研究棟　鉄門記念講堂
演題：ブラックボックスから患者へ：胎児診断と胎児

治療の進歩

大学院工学系研究科・工学部

岡部　洋一　教授
（電子工学専攻・電子工学科　情報基盤センター・セ
ンター長）
日時：２月21日（火）14：30～16：30

会場：山上会館２階大会議室
演題：（特に演題を予定しておりません）

矢木　修身　教授
（附属水環境制御研究センター）
日時：平成18年２月17日（金）15:00～17:00

会場：工学部14号館１階141講義室
演題：環境バイオテクノロジー学の構築に向けて

大学院人文社会系研究科・文学部

宇田川　洋　教授
（附属北海文化研究常呂実習施設）
日時：３月10日（金）15:00～16: 00

会場：山上会館大会議室
演題：博物館学試論

後藤　直　教授
（基礎文化研究専攻考古学講座）
日時：３月10日（金）16:00 ～17:00

会場：山上会館大会議室
演題：青銅器の石製鋳型

大学院情報理工学系研究科

岡部　靖憲　教授
（数理情報学専攻　数理情報学原論大講座　確率情報
学研究）
日時：２月27日（月）15:00～17:00

会場：工学部６号館２階63号講義室
演題：実験数学とその夢

大学院新領域創成科学研究科

渡邊　達三　教授
（環境学専攻自然環境学大講座）
日時：２月18日（土）16:00～17:30

会場：東京大学農学部７号館Ｂ棟２Ｆ講義室
演題：自然環境形成学のあり方について

退職教員の最終講義



「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、生協書籍部、保健センター駒場支所で
無料配布しています。バックナンバーもあります。
第490（２月１日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

今井知正：駒場祭を顧みて
黒田玲子：科学技術インタープリター養成プログラム

―何を伝えるか、どう伝えるか
石田　淳：ノーベル賞《平和》組み合わせのアイロニー

―経済学賞と平和賞
久保田俊一郎：生活習慣病について
米谷民明：物理学の未解決問題―相対論と量子論の統

一

〈駒場をあとに・送ることば〉
小林寛道：駒場を後に
跡見順子：小林寛道先生を送る―その名の如く寛容の

心で人の道を切りひらく
伊藤亞人：駒場を満喫した私
木村秀雄：伊藤先生を送る
油井大三郎：二つの「十年」
遠藤泰生：油井大三郎先生を送る

〈学び方〉新シリーズ
伊藤たかね：言語学の学び方―ことばの使用の背景に

ある知の体系を探る
山影　進：国際関係を学ぶ

〈シンポジウム〉
内山　融：変化の中の日本政治―第17回相関社会科学

シンポジウム要録
谷垣真理子：和解のための歴史を求めて―ヨーロッパ

とアジアの対話

〈本の棚〉
安西信一：本村凌二著『多神教と一神教―古代地中海

世界の宗教ドラマ』
森井裕一：中澤英雄著『カフカとキルケゴール』

〈時に沿って〉
佐藤安信：「人間の安全保障」と「平和構築」―学問

と実務の循環をめざして

美術博物館では、１月23日（月）より2005年度美術博
物館所蔵品展を開催しています。

「一高・東高コレクション展Ⅱ－旧制高校と入学試験」

＜概要＞当館では東京大学教養学部の前身である旧制第
一高等学校、旧制東京高等学校に関係する史料を所蔵し
ており、定期的に所蔵品展を開催しています。今回は、
これら戦前の旧制高校で「入学試験」という制度がどの
ように形成され展開したかを、日本の近代化の歩みの中
で振り返ります。入試問題も多数展示します。

「レオナルド・ダ・ヴィンチの複製素描画Ⅳ」

＜概要＞当館が所蔵する絵画資料の中から、レオナル
ド･ダ･ヴィンチ生誕500年を記念して、1952年にユネス
コが作成したレオナルド･ダ･ヴィンチ複製素描画をご紹
介します。この素描シリーズは、全部で86点からなり、
４つのグループに分けられています。当館では、昨年度
よりこのシリーズを順次公開してきましたが、今回はそ
の中からグループⅣに属する27点を展示します。

●会期：１月23日（月）～３月10日（金）
●開館時間：月～金10時～17時
●休館日：土日祝祭日および大学が定める休日
●問合せ先：TEL 03-5454-6139 FAX 03-5454-4929

●ホームページ：http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/
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大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第490（2月1日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

大学院総合文化研究科・教養学部

2005年度美術博物館所蔵品展開催のお知らせ
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石川吉右衞門名誉教授

名誉教授石川吉右衞門先生
は、平成17年８月12日逝去さ
れました。享年85歳でした。
先生は、大正８年10月23日

千葉県木更津市にお生まれに
なり、昭和18年９月25日東京
帝国大学法学部法律学科卒
業、大学院特別研究生を経て、
23年12月21日東京大学助教授就任、32年７月１日教授に
昇進され、55年４月１日定年の故をもって退職されるま
で研究教育と多数の研究者育成に尽力され、同年５月に
は名誉教授の称号を授与されました。定年退職後は、千
葉大学、東海大学でも教鞭を執られました。
先生は、労働法学、とりわけ戦後成立した労働組合法

の基礎理論の確立に取り組まれ、同法の理念を「円滑な
団体交渉の実現」を中心に据えた透徹した理論体系を構
築されました。その成果は名著『労働組合法』（有斐
閣・昭和53年）に集大成されましたが、その他にも、公
共部門労働法、懲戒権、賃金、労働時間等労働法全般に
わたる優れた論文・著書によって戦後の労働法学の確立
に多大の貢献をなさいました。
先生は、理論面のみならず、労働委員会における実務

および労働行政においても特筆すべき貢献をされまし
た。労働委員会関係では、昭和27年以来東京都地方労働

委員会、公共企業体等労働委員会、中央労働委員会の公
益委員を歴任、昭和59年11月から平成４年10月までの８
年間は中央労働委員会会長として不当労働行為事件の解
決に奮闘され、多くの難事件をその卓越した識見と豊富
な学識そして明朗闊達な人柄と包容力で解決されまし
た。とりわけ、国民の関心を集めたJR国労組合員事件
の解決には心血を注がれました。労働行政分野では、中
央労働基準審議会会長、中央家内労働審議会会長、労働
基準法研究会会長等を歴任され、労働行政の展開をリー
ドされました。労働行政以外でも著作権審議会委員、郵
政審議会委員、日本国有鉄道諮問委員会委員、学術審議
会委員、大学設置審議会専門委員、司法試験考査委員、
産業労働懇話会委員等を務められました。こうした学
界・実務界におけるご功績により、昭和53年に藍綬褒章、
59年に紫綬褒章、平成３年には勲一等瑞宝章を授与され
ました。
石川先生は、本学において長年にわたり応援部の部長

をお務めになり、学生達から最も敬愛された法学部教授
のお一人でいらっしゃいました。多くの教え子達が参列
した通夜・告別式には応援部旗が掲げられ、最後のお別
れの際には「ただ一つ」が湧き起こり、応援部ＯＢによ
るエールによって送られました。石川先生のお人柄の偲
ばれる心に残るお別れの会でした。ここに先生の卓越し
たご功績と暖かいお人柄を偲びつつ、謹んで哀悼の意を
表します。

（大学院法学政治学研究科）
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井上信幸名誉教授

本学名誉教授井上信幸先生
は、平成18年１月18日午後５
時２分に大腸癌のためご逝去
されました。享年68歳でした。
通夜、葬儀・告別式は逗子市
二葉会館斎場にて執り行わ
れ、あいにくの大雪にもかか
わらず、先生を偲んで多数の
方々が参列されました。
井上先生は昭和36年３月に京都大学理学部物理学科を

卒業後、同大学院理学研究科に進学されました。昭和38

年12月には同大学院博士課程を中退され、直ちに名古屋
大学プラズマ研究所助手に就任されました。昭和46年11

月には東京大学工学部に移られ、原子力発電工学講座の
助教授としてプラズマ核融合学の研究と教育を担当さ
れ、昭和59年11月には教授に昇任されました。平成８年
10月には京都大学エネルギー理工学研究所教授に移ら
れ、所長としてその運営に寄与された後、平成13年３月
に京都大学を退官されました。この間、平成10年５月に
は東京大学名誉教授の称号を受けられました。
先生はプラズマ核融合分野の草分けとして活躍された

世界的権威であり、東京大学においてこの研究分野をゼ
ロから立ち上げることに尽力されました。特に、本学に
トカマク型プラズマ実験装置TORIUTおよび逆転磁場
ピンチ型プラズマ実験装置REPUTEを建設し、トーラ
ス・プラズマの大電流化、高効率化、プラズマの巨視的
不安定性の安定化等において独創性の高い重要な成果を
あげられ、磁場閉じ込め核融合の発展に大きく貢献され
ました。

先生が進められたご研究は、大学に最先端研究の場を
つくりだし、そこで多くの学生が育ちました。先生のお
おらかなお人柄と、大胆でありながら精緻なご研究に憧
れて、多くの学生がプラズマ核融合学を志し、ご在任中
の25年の間に20人を超える博士を輩出されました。これ
らの卒業生は　現在、プラズマ核融合研究の中堅として
世界で活躍しています。先生はまさにこの分野の基盤を
作られました。
また、先生は学外にあっても長きにわたりプラズマ核

融合分野のリーダーとして活躍されました。昭和63年か
ら平成10年まで、文部省学術国際局科学官を務められ、
わが国の大学、研究機関における原子力研究、核融合研
究に係る国策の決定に対して重要な貢献をされました。
核融合炉開発のための国際的な共同実験計画である国際
熱核融合炉ITERに関しては、昭和62年から国際原子力
エネルギー機関（IAEA）ITER科学技術顧問、および
ITER技術顧問としてその推進にあたられました。また、
原子力委員会核融合専門部会委員、日本原子力産業会議
核融合開発検討会委員長などを務められました。さらに、
日本原子力学会、プラズマ核融合学会の理事を務められ、
平成11年から15年にはプラズマ核融合学会の理事長も務
めておられます。
昨年の後半から体調を崩されていると聞いておりまし

たが、あまりに急なご逝去の報に接し、国内外の関係者
は大きな衝撃を受けております。ITERの建設が始まり、
プラズマ核融合研究が新しい時代に入ろうとしている
今、井上先生を失うことは、東京大学のみならず世界の
研究者にとって痛惜の念に堪えません。ここに謹んで哀
悼の意を表し、先生のご冥福をお祈り申しあげます。

（大学院工学系研究科）
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三輪史朗名誉教授

本学名誉教授三輪史朗先生
は、平成18年１月12日にご逝
去されました。享年78歳でし
た。通夜、葬儀・告別式は護
国寺にて執り行われ、先生を
偲んで多数の方々が参列され
ました。
先生は昭和26年に東京大学

医学部を御卒業になり、同第３内科学教室で臨床血液学
の御研鑽をつまれ、米国留学中の昭和36年に医学史上に
残る業績であるピルビン酸キナーゼ欠乏症を発見されこ
とを契機に溶血性貧血と赤血球エネルギー代謝に深い関
心を抱かれました。帰国後、放射線医学総合研究所、虎
ノ門病院、山口大学医学部、東京大学医科学研究所、さ
らに冲中記念成人病研究所と場を移されながらも、40年
以上にわたって一貫して、この分野の血液学の臨床と教
育、さらに世界をリードする研究を絶えず精力的に進め
てこられました。先生の症例発掘におけるご努力とたゆ
まぬ研究姿勢によってわが国の溶血性貧血の症例の大部
分は先生のもとに集中しました。その研究業績は「赤血
球酵素異常による遺伝性溶血性貧血」という新しい疾患
群の存在と病因を明らかにすることにより、従来原因不
明なまま的確な医療ができなかった症例に、病因に応じ
た治療対策を可能にされたことです。このような先生の
一貫した溶血性貧血と赤血球エネルギー代謝に関する研
究業績に対しては、昭和46年ベルツ賞、昭和54年日本人
類遺伝学賞、昭和56年武田医学賞、昭和58年日本医師会
賞、平成２年紫綬褒章、平成９年学士院賞、平成11年勲
２等瑞宝章がそれぞれ授与されました。
医科学研究所の前身である伝染病研究所は北里柴三郎

博士により創立され、東京大学に移管された後も、百年
余の長きにわたり、それぞれの時代における難治性疾患
の基礎および臨床研究の中枢としてその役割を果たして
参りました。
先生は昭和54年５月、新設されて間もない病態薬理学

研究部の教授として医科学研究所に赴任され、附属病院
血液内科の診療科長も兼務されました。当時いくつかの
条件が重なって病院の稼働率は悪化し、いっぽう他の国
立大学附置研究所が改組や学部への吸収などでその設置
形態を変えていくという厳しい状況の中で、医科学研究

所はプロジェクト病院という新しい運営形態を考案しま
した。そして、何をプロジェクトに選ぶかの議論が難渋
する中で、先生が提案された「細胞・臓器移植センター
案」を骨子とする「白血病など難治性血液疾患の治療の
ための細胞移植」が第一候補となり、病院は新たなスタ
ートをきったのです。先生には８年の間教授として研
究・診療・教育に御尽力いただきましたが、特に退官前
の２年間は、お身体に支障をきたしながらも病院長とし
て奔走され、わが国最初の20床という大無菌病棟の建設
や骨髄移植療法の保険適応を達成してくださいました。
そのお陰で病院はその後実績を積み上げ、わが国有数の
細胞移植センターとして現在に至っております。また、
前述した先生のご提案に対して研究所の基礎研究者は、
将来これに遺伝子診断、遺伝子治療が続くことを期待し
ました。今日、ゲノム解析センターの設立を経て医科学
研究所はわが国のゲノム医科学研究の一大拠点となって
おります。また、わが国最初のがん遺伝子治療の臨床研
究が附属病院で実施されたことを考えあわせますと、先
生の播かれた種が医科学研究所の中で着実に育っている
ことを実感します。
先生は御退官後もつい最近まで創立記念日や教授総会

忘年会、病院同窓会など研究所の行事には必ずご参加を
いただいておりました。先生がどれだけ医科学研究所を
愛し、かつ暖かく見守っておられるかがよくわかり、所
員一同大変感謝し、大いに元気づけられておりました。
先生がその存続と発展に尽力された病院も一昨年新棟が
オープンしましたが、その最上階のホールで夜景を楽し
みながら、医科学研究所と病院について語り合わせてい
ただいたのが、つい昨日のことのように思い出されます。
国立大学独立法人化という変革を経て、21世紀の医科学
研究所が新たな目標に向かって邁進しようとするこの時
期に、私たち後輩にとって大きな励ましとなっておられ
た先生が亡くなられたことは、研究所にとってもまこと
に大きな損失であります。後に残された私たちは、先生
が愛してやまれなかった医科学研究所と病院をますます
発展させることがご遺志を継ぐことであると再認識し、
世界的な視野で医科学研究所を発展させる努力を継続す
ることをお誓い申し上げます。
ここに三輪先生の卓越したご功績と温かいお人柄をし

のびますとともに、謹んで哀悼の意を表します。
（医科学研究所）



24 No.1329   2006. 2. 8

人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

18.1.15 竹田　扇 辞　職（山梨大学大学院医学工学総 大学院医学系研究科助教授

合研究部教授）

18.1.31 横溝岳彦 〃　（九州大学大学院医学研究院 大学院医学系研究科助教授

教授）

（採　　用）

18.1.16 長尾恭光 教養学部附属教養教育開発機構助教 京都大学大学院農学研究科助手

授

18.2.1 中川一路 医科学研究所附属感染症国際研究セ 大阪大学大学院歯学研究科講師

ンター助教授

（昇　　任）

18.1.16 寺本　進 大学院工学系研究科助教授 大学院工学系研究科講師

18.2.1 小川利久 大学院医学系研究科助教授 医学部講師

〃 俣野哲朗 医科学研究所附属感染症国際研究セ 大学院医学系研究科助教授

ンター教授

事 務 連 絡

※ 東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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ＵＴＵＴ
カフェカフェ

隠し味のある広報誌に

　いつも楽しく読ませていただいています。今回の表紙のミィちゃんはかわいく
て、思わず見入ってしまいました。少し希望を述べると、東大にまつわる、役に立
たない小ネタのコラムがあると、次回が楽しみになります。また、写真をもう少し
明るく、被写体の表情が分かる構図にして欲しいです。さらに良い広報誌になるよ
う、期待しています！　　　　　　　　　　　　　　（ペンネーム・午後の紅茶）

学内広報見ました

　配布前に掲示してあったポスターのおかげで配布日がとても待ち遠しかったです（^ ^）　毎回あるとよいなぁ…と思い
ました。本誌も、段組やページの構成などが工夫されて以前より読みやすくなったと思いました。
　ただ、INFORMATIONとNEWSと区別されてわかりやすくなったけど、INFORMATIONは、背景色で文字が読みにくく
なっている気がしました…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（とくめいきぼう）
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ほ
っ
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一
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）

味わいのある紙面に期待します

　「学内広報」といえば、部局のニュースがずらずらと載っていて、とき
どき入学式の祝辞や人事異動一覧がおかずみたいに入っている、という印
象で、全部読んだことはなかったと思います。リニューアルしたというの
でよく見ると、見せ方の工夫が結構してあって、ページのところが青丸で
塗ってあるのとか、グレー地にしてあるページとか、こういうのって、
「学内広報」らしくないといえばそうだけど、手作りっぽい特集ページと
か、なんか人間味が出てきて、とりあえず目が行く気がします。
　疑問なのもあって、留学生数の統計表が寝かして入っているけど、縦に
整形ぐらいしたらどうでしょうか。しかも、このデータから何を言いたい
のかわかんない。　　　（ペンネーム・げんぽう）

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学
内の様々な事柄に関して常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文
に以下の項目を記入し、下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてください。誌面への掲載はペンネ
ーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（２０字以内）　⑤本文（３００字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

このコーナーへの投稿方法
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

社会科学研究所
http://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
永ノ尾信悟
Tel:03-5841-5867   E-mail: seino@ioc.u-tokyo.ac.jp
日経ビジネスクリエーション塾事務局
TEL：03-5452-2505
受付時間：10:00～17:00（土、日、祝日は除く）
http://www.adnet.jp/nikkei/bizcre/04.html
東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
中里成章（nakazato@ioc.u-tokyo.ac.jp, 03-5841-5864）
平野明子（hirano@ioc.u-tokyo.ac.jp, 03-5841-5880）

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
池本幸生　Tel. 03-5841-5877
東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
森本一夫
morikazu@ioc.u-tokyo.ac.jp

ＳＳＪデータアーカイブ担当（福田）
E-mail: ssjda-sympo@iss.u-tokyo.ac.jp
http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/sympo20060308.html
東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
森本一夫
morikazu@ioc.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

分子細胞生物学研究所　伊藤
TEL : 03-5841-7800 FAX : 03-5841-1458
E-mail : ito.m @ iam.u-tokyo.ac.jp
http://www.iam.u-tokyo.ac.jp/ut_bio.html

社会科学研究所大会議室

東洋文化研究所３階第一会議室

安田講堂

東洋文化研究所３階大会議室

東洋文化研究所３階大会議室

財団法人東洋文庫

山上会館

東洋文化研究所３階第一会議室

東洋文化研究所３階大会議室

安田講堂

2月14日（火）
15:00～

2月15日（水）
15:00～

2月16日（木）
13:00～

2月18日（土）10:00～
19日（日）10:00～

2月22日（水）
18:00～

3月7日（火）
15:00～

3月8日（水）
13:30～

3月11日（土）
15:00～

3月16日（木）
14:00～

4月15日（土）
10:00～

社会科学研究所月例スタッフセミナー
「社会科学研究所における研究生活」

東文研セミナー
「アルジャイ石窟の興亡から見たモンゴルの仏教信仰
の歴史的変遷」

21世紀COEものづくり経営研究センターシンポジウム
「ものづくり経営とひとづくり」

第７回東文研シンポジウム
「Elites in Asian History: Social Network and Cultural
Representation」

東文研セミナー
「エチオピア・コーヒー：コーヒー発祥の国」

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
長澤栄治
nagasawa@ioc.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所３階第一会議室2月22日（水）
15:00～

東文研セミナー
「Cultural Diversity: Key to Future Relations of the West
with the Third World」

東洋文庫特別講演会
「Poets, Patronage, and the Place of Persian in the
Early Modern World.」

日本社会研究情報センター
創立10周年記念シンポジウム

東文研セミナー
「Palaces, Cities, and Landscapes: Topogra-phical
Themes in Early Modern Persian Poetry.」

原洋之介教授　最終研究報告
「アジア研究と経済学の狭間で」

「東京大学の生命科学」シンポジウム
※18ページ参照

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

ものづくり経営研究センター
03-5841-2272
http://www.ut-mmrc.jp/topics/yose.html

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合文化研究科・教養学部　美術博物館
TEL:03-5454-6139 FAX:03-5454-4929
http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/

http://ebhu.astron.s.u-tokyo.ac.jp/index.html

（財）東京大学綜合研究会　担当：徳久
TEL:03-3815-8345 FAX:03-3816-3913
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_01_j.html

総合研究博物館本館

三菱ビルコンファレンススクエ
アエムプラス
（東京駅丸の内南口）

総合研究博物館本館

大学院総合文化研究科・教養学
部
美術博物館

柏キャンパス総合研究棟
６階大会議室

安田講堂

10月15日（土）～
4月16日（日）

10月～3月

11月26日（土）～
4月16日（日）

1月23日（月）～
3月10日（金）

2月22日（水）～
24日（金）

4月1日（土）、8日（土）、
22日（土）、5月13日（土）、
20日（土）

「重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学」展

21世紀COE ものづくり経営研究センター
「ものづくり寄席」

特別展示『アフリカの骨、縄文の骨―遥かラミダスを
臨む』展
※1326号参照
2005年度美術博物館所蔵品展
「一高・東高コレクション展Ⅱ―旧制高校と入学試験」
「レオナルド･ダ･ヴィンチの複製素描画Ⅳ」
※20ページ参照

21世紀COE国際ワークショップ
International Workshop on Energy Budget in the High
Energy Universe

第104回（平成18年春季）東京大学公開講座
「人口」

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等
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「バリアフリーの東京大学」の実現に向けて…………………………………………………………………………………… 2

平成18年度大学入試センター試験終わる ……………………………………………………………………………………… 6

東京大学初主催「卒業生による業界研究会」を開催 ………………………………………………………………………… 6

赤門で消防演習が行われる ……………………………………………………………………………………………………… 6

◆（噴水）教育学部附属中等教育学校で「音楽祭」開催される ……………………………………………………………… 14

◆（噴水）教育学部附属中等教育学校１期生（55回生）が自己推薦入試やＡＯ入試で大学に多数合格!! …………………… 14

◆調達本部です 第２回 …………………………………………………………………………………………………………… 15

◆コミュニケーションセンターだより　No. 12 ………………………………………………………………………………… 15

◆Flags運動部紹介　No. 8 ………………………………………………………………………………………………………… 16

◆（噴水）有馬朗人先生の句碑建立 ……………………………………………………………………………………………… 17

「東京大学の生命科学」シンポジウム ………………………………………………………………………………………… 18

退職教員の最終講義……………………………………………………………………………………………………………… 19

「教養学部報」第490（２月１日）号の発行―教員による、学生のための学内新聞―……………………………… 20

2005年度美術博物館所蔵品展開催のお知らせ………………………………………………………………………………… 20

実り豊かな研究をめざして ……………………………………………………………………………………… 28

特別記事

NEWS

コラム

石川吉右衞門名誉教授 ……………………………………………………………………………………………………………… 21

井上信幸名誉教授 …………………………………………………………………………………………………………………… 22

三輪史朗名誉教授 …………………………………………………………………………………………………………………… 23

訃報

INFORMATION

一般ニュース

日英プロジェクト第２回AJA、英国ウォーリック大学で開催される ……………………………………………………… 7

新たな通用門の名称が｢鉄門｣に決定 …………………………………………………………………………………………… 9

大学院総合研究科・教養学部第二期運営諮問会議、開催される …………………………………………………………… 9

三鷹国際学生宿舎で「新年会」開催される…………………………………………………………………………………… 10

教育学部附属中等教育学校で三者協議会開催………………………………………………………………………………… 11

パキスタン上院議員訪問団が地震研究所を来訪……………………………………………………………………………… 11

空間情報科学研究センター第８回年次シンポジウムを開催………………………………………………………………… 12

部局ニュース

シンポジウム・講演会

お知らせ

淡青評論

……………………………………………………………………………………………………………… 26EVENT LIST

…………………………………………………………………………………………………………………… 25ＵＴカフェ

昨年10月から本学で働き始め、学内広報を初めて見ましたが、学内広報はある意味、時代の先
端を行く民主的なメディアと言えるのではないでしょうか。職業記者ではなく草の根の「市民
記者」のような人が記事を寄せるというスタイルのメディアが今世界中で注目されていますが、
学内広報もそれに近いスタイルを取っています。実際編集していて、熱のこもった感動的な原
稿に出会うこともしばしばです。皆さんもぜひお気に入りを探してみてください。 （と）

◆ 表紙写真 ◆ センター試験当日、雪模様の本郷キャンパス（６ページに関連記事）

人事異動（教員） ………………………………………………………………………………………………… 24事務連絡



医学・生物学者としては少々恥ずかしいことだが、今年になって初めて、

カーソンの名著「沈黙の春」（新潮文庫）を読んだ。いわゆる“害虫”を駆

除するのに、1940-50年代の生物学者や企業が様々な試みをするのだが、多

くは失敗に終わる。あるいは、前よりも悲惨な状況を招いてしまう。人類

の科学の、失敗の歴史といっていい。商業的利益の追求が解決を遅らせた

ことの一要因であることも、肝に銘じなければならないことだが、我々の

理解しえた科学・生物学が、いかに全体を見る視野に欠ける危険性をもっ

ているか、ということも示している。

研究を進める上で、「木を見て森や山を見ない。」の状況に陥らないよう、我々研究者（特に、医学生物学

研究者）は自省する必要があることを示しているのであろう。そういう点では、医学生物学者は、どれだけ

生物・細胞・病気、に対して全体像を把握するセンスがあるか、あるいは、どれだけ生物・細胞・病気、を

愛することができるか、は、質の高い研究を進める上で非常に重要な点であると思う。ではそれを培うには

どうすべきか。やはり、幼児期から思春期までに、家庭や学校で、どれだけ「生きた生物」に出会い、驚き、

可愛がる機会に恵まれたか、は大事なことではないか。教育の現場は、より一層この点に配慮していただけ

れば、と切望する。

国際会議で驚くことのひとつに、欧米では「がん」などの病気の研究にも、Ph.D.すなわち、理学系の基礎

研究者が積極的に参加している点がある。日本からは、M.D.すなわち、医学部出身者が約半分を占めること

が多い。日本における医学部出身者から基礎研究者への流れ、という面を示すと同時に、理学部出身者・学

生が“病気の不思議さ、病気の分子生物学的な面白さ・重要さ”に触れて、感激する機会が、我が国ではま

だまだ少ないのではないか、とも思ってしまう。領域を超えた視野をもつことは、研究のブレイクスルーに

繋がるばかりでなく、「沈黙の春」で科学者が犯した誤りを未然に防ぐことにもなるのではないか。

渋谷正史（医科学研究所）

実り豊かな研究をめざして

No. 1329 2006年2月8日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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